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１．業務の概要 

（１）業務目的 

那覇港湾施設（那覇軍港）は、平成１８年５月１日の「再編実施のための日米のロード

マップ」で全面返還が合意されており、返還後の跡地の利用推進にあたっては、地主会、

地権者等と行政の相互信頼関係に基づく合意形成が重要となる。 

これまで本市では、平成18年度に策定された「合意形成活動全体計画」（以下、「全体

計画」という。）に基づき、情報提供や合意形成が確実に進められるような基礎的環境づ

くりに取り組んできたが、取り組みを実施していく中で、跡地利用特措法の施行や中南部

都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想の策定など、社会情勢や那覇軍港を取り巻く環境が

大きく変化したことを受け、平成24年度には全体計画を見直したところである。 

全体計画≪見直し版≫では、今後の合意形成活動を行うにあたっては跡地利用計画の

計画づくりに取り組める環境を整えることに重点を置き、「意識醸成」と「組織づくり」

に取り組むとしており、跡地利用計画の計画づくりに取り組む段階である第２ステージ

に移行するまでの活動内容と達成目標が掲げられている。 

平成 25年度は、全体計画≪見直し版≫に基づき、全体計画の周知活動や土地活用に関

する勉強会の開催、がじゃんびら通信の発行による地権者等の「意識醸成」と、若い世代

を対象とする懇談会の開催や先進地視察の実施による若い世代の「組織づくり」に向けた

取り組みを行うことを目的とする。 

（２）業務範囲 

本業務の対象区域は、那覇港湾施設（約55.9ha）とする。 
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（３）業務フロー 

本業務は、「地権者等の意識醸成に向けた取り組み」と「若い世代の組織づくりに向け

た取り組み」について以下のフローにより実施した。 

全体計画

の説明会

第１回 

地主会等勉強会

地権者等の意識醸成

に向けた取り組み 

若い世代の組織づくり

に向けた取り組み 

次の世代の懇談会 

先進地の組織との 

意見交換会及び視察 

がじゃんびら通信〈第13号〉の作成・発行 

がじゃんびら通信〈第14号〉の作成・発行 

第２回 

地主会等勉強会
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２．地権者等の意識醸成に向けた取り組み 

跡地利用の検討にあたっては、これまで以上により多くの地権者が同じ方向を向いて

いることが重要となる。多くの地権者が返還後の跡地利用をしっかりと考えていく意識

の醸成に向けた活動として、「全体計画の説明会」及び「土地活用に関する勉強会」の開

催、「がじゃんびら通信の発行」による情報共有に取り組んだ。 

（１）全体計画の説明会の開催 

①開催概要 

地権者等が跡地利用に向けた今後の活動を理解し、取り組みへの積極的な参加を促進

するため、全体計画の周知と共有を図ることを目的に以下のとおり開催した。 

なお、多くの地権者が参加しやすいように日時を複数設定した。 

②成果と課題 

参加者に対して全体計画の周知と共有を図ることができた。 

・参加者アンケートによると、説明会の内容について、「大変分かりやすかった」と「分

かりやすかった」を合わせると参加者の約９割が分かりやすかったと回答している

ことから、参加者に対しては全体計画の周知と共有が図られたと評価できる。 

より多くの地権者等に対して全体計画の説明が必要となる。 

・説明会の参加者は計 35 名とごく僅かであり、合意形成活動達成目標のひとつであ

る「全体計画の更なる周知」（“全体計画の内容が分からない”“全体計画を知らない”

という状況をつくらない）を達成するためには、より多くの地権者等に対して全体計

画の説明が必要となる。そのため、次年度以降も継続的に開催していく必要があり、

開催にあたっては、参加しやすい日時の設定や開催案内の工夫などに配慮すること

が求められる。  

：①平成26年2月 14日（金）19時 00分～20時 30分 

②平成26年2月 15日（土）10時 00分～11時 30分 

③平成26年2月 15日（土）13時 30分～15時 00分 

④平成26年2月 16日（日）10時 00分～11時 30分 

⑤平成26年2月 16日（日）13時 30分～15時 00分 

：那覇軍用地等地主会館 

：那覇軍港まちづくりの進め方について 

：計 35名（①４名  ②９名  ③３名  ④17名  ⑤２名） 
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（２）土地活用に関する勉強会の開催 

①開催概要 

今後の跡地利用計画の計画づくりにあたっては、跡地利用に関する専門的な検討が必

要であり、そのためには知識の習得が必要となる。 

第２ステージへの移行期間における勉強会では、地権者が返還後の土地活用について、

幅広い知識を持って様々な選択肢の中から考えられるようになることを目的とし、観光

立県を目指している沖縄県の「観光動向」と、話題の「MICE（マイス）」をテーマに以下

のとおり開催した。 

〈第１回地主会等勉強会の様子〉 

：平成26年 3月2日（日）10時~11時30分 

：那覇軍用地等地主会館 

：観光動向について 

：りゅうぎん総合研究所 比嘉 盛樹氏 

：34名 

：平成26年 3月16日（日）10時~11時 30分 

：那覇軍用地等地主会館 

：MICE（マイス）について 

：株式会社DMC沖縄 徳田 博之氏 

：43名 
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〈第２回地主会等勉強会の様子〉 

②成果と課題 

多くの参加者に対して、県内の観光動向と MICE についての知識の習得が図られた。 

・参加者アンケートによると、勉強会の内容について、「理解できた」と「どちらかと

言えば理解できた」を合わせると、第１回、第２回ともに多くの参加者が理解できた

と回答していることから、勉強会のテーマに関しての知識の習得が図られたと評価

できる。 

・また、MICEについては県内で話題となっていることもあり、地権者等にとっても関

心が高く、多くの参加者（43名）を集めることができた。 

勉強会の継続による幅広い知識の習得が必要である。 

・参加者アンケートによると、勉強会のテーマとしては「那覇軍港を取り巻く周辺状

況」や「那覇軍港の持つポテンシャル」「土地の活用方法」についての興味が高く、

幅広いテーマでの勉強会が求められている。 

・また、那覇軍港の返還は早くても15年後であり、返還までには社会経済情勢の変化

も充分に起こり得ることから、那覇軍港の跡地利用を進めるにあたっては、「急がず、

焦らず、着実に」跡地利用に関する幅広い知識の習得を図っていく必要がある。 

・なお、勉強会の開催頻度としては「年に４～５回」を希望している参加者も多いこと

から、開催回数の増加も検討していくことが考えられる。 
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（３）がじゃんびら通信の発行 

①発行概要 

合意形成活動に関する地権者への情報提供と啓発活動を図ることを目的とし、今年度

の活動内容とその成果の内容について以下のとおり発行した。 

②成果と課題 

合意形成活動における情報提供ツールとして役立っている。 

・地権者に対して、合意形成活動の取り組み内容についての情報を提供することがで

き、全体計画説明会の参加者のうち８割弱が役立っていると回答していることから、

情報提供のツールとしてはある程度役立っていると評価できる。 

幅広く、分かりやすい情報提供が必要である。 

・現在、がじゃんびら通信は地権者に対して郵送しているのみであるが、地権者を含め

より多くの関係者が合意形成活動についての情報を知ることができるよう、印刷物

での発行だけでなく、市ホームページでの閲覧など幅広い情報提供が必要である。 

・なお、情報をより分かりやすく伝えるためには、文字だけでなく視覚的な表現につい

ても工夫していく必要がある。 

：平成25年 12月 18日 

：今年度の活動内容、全体計画説明会の案内 

：平成26年３月18日 

：今年度の活動成果 
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３．若い世代の組織づくりに向けた取り組み 

長期にわたる返還に向けた活動を継続して取り組むためには、今から次代を担う若い

世代の参加により、継続した活動体制づくりが重要となることから、若い世代の組織立ち

上げを目指し、「懇談会の開催」と「先進地の組織との意見交換会及び視察の実施」に取

り組んだ。 

（１）懇談会の開催 

①開催概要 

若い世代の組織立ち上げの第一歩として、次の世代の懇談会を以下のとおり開催した。 

②成果と課題 

次世代の会の目的を明確にし、活動の必要性についてメンバーとの共有が図られた。 

・次世代の会の趣旨として、“現在の地主が次の世代のことも考えて活動していること

を引き継ぎ、将来に希望が持てる跡地利用の実現に向けて、地主になる前から将来の

まちづくりを考える”ことを明確にするとともに、地主会との関係についても考え方

を共有できた。 

継続した活動につなげていく必要がある。 

・長期にわたる返還に向けた活動として継続していくことが重要であり、そのために

はメンバーの無理のない範囲での定期的な開催が望ましく、活動頻度や活動日につ

いては会の中で議論して決めていく必要がある。 

：平成26年１月23日（木）18時 15分～19時 15分 

：那覇市役所本庁舎１階 市民会議室 

：・次世代の会の趣旨説明 

・那覇軍港について 

・活動についての意見交換 
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（２）先進地の組織との意見交換会及び視察の実施 

①実施概要 

先進地における組織との意見交換会及び視察を通して、活動に対する必要性の認識や

今後の活動のあり方を考えるきっかけづくりを目的とし、以下のとおり実施した。 

〈「普天間飛行場の跡地を考える若手の会」との意見交換会の様子〉 

〈ギンバル訓練場跡地の視察の様子〉 

：平成26年２月21日（金）19時 30分～20時 30分 

：宜野湾ベイサイド情報センター２階 プレゼンテーションルーム 

：・「普天間飛行場の跡地を考える若手の会」の活動紹介 

・意見交換会 

：平成26年３月２日（土）13時 30分～15時 00分 

：ギンバル訓練場跡地 

：・ギンバル訓練場跡地まちづくりの説明 

・跡地に整備された地域医療施設等の見学 

：平成26年３月16日（日）13時 00分～14時 00分 

：那覇軍港 

：・那覇軍港内の視察 
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②成果と課題 

次世代の会の必要性と今後の活動のあり方を考えるきっかけとすることができた。 

・普天間飛行場の跡地を考える若手の会との意見交換会では、若手の会の活動紹介や

活動を継続していくための秘訣を教えていただくことで、先進的な活動に刺激され、

那覇軍港における次世代の会の必要性や今後の活動のあり方を考えるきっかけを得

ることができた。 

・ギンバル訓練場跡地の視察では、跡地利用により整備された施設を見学することで、

跡地利用によるまちづくりを実感し、将来のまちづくりを考えるうえでの知見を得

ることができた。 

・那覇軍港内の視察では、実際に現地を目で確認することで、その広さや周辺状況を感

じることができた。 

様々な組織との意見交換及び先進地の視察による活動意識の醸成が必要である。 

・将来のまちづくりを考えていくにあたり、跡地利用に関する様々な組織・団体、関係

者との意見交換や県内外における先進地の視察を通じて、次世代の会における活動

意識の更なる醸成が必要である。 
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４．今後の取り組みについて 

（１）第２ステージへの移行期間における活動内容と合意形成活動達成目標について 

全体計画≪見直し版≫では、これまで第１ステージとして活動してきた内容を踏まえ、

「跡地利用計画の計画づくりに取り組める環境を整える」ことを主目的とし、第２ステー

ジに移行するまでの活動として以下の９つを設定している。 

また、第２ステージに移行するまでの期間としては概ね３年を想定し、第２ステージへ

移行するための合意形成活動達成目標を５つ掲げている。 

※合意形成活動全体計画≪見直し版≫パンフレットより抜粋 
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（２）今年度の活動について 

今年度は、全体計画≪見直し版≫に基づき、「地権者等の意識醸成」については、継続

するものとして「全体計画の説明会」「勉強会の開催」「情報誌（がじゃんびら通信）によ

る情報発信」を実施し、「次の世代の組織づくり」については、すぐに取り組むものとし

て「若い世代の組織の立上げ」を実施した。 

合意形成活動達成目標に対しての評価と課題は以下のとおりである。 

（３）次年度の活動の考え方 

次年度は第２ステージへの移行期間の２年目となり、ステージ移行に向けた合意形成

活動達成目標の達成に向けて、概ねの目途をつける必要がある。 

「全体計画の更なる周知」や「跡地利用計画づくりに向けた意識醸成」「若い世代の組

織の設置」「土地活用に関する知識の習得」については、これまでの活動を継続すること

により目標達成に近づくと考えるが、「国有地を道路や公園・緑地等の公共用地に充当す

ることの検討」については、次年度から取り組み始める必要がある。 

❶全体計画の更なる周知 

全体計画の説明会では、参加者が地権者数に対してごく僅かであり、多くの地権者に

対して全体計画の周知が図られたとは言い難いことから、更なる周知活動が必要であ

る。 

❷跡地利用計画づくりに向けた意識醸成 

全体計画の説明会への参加状況をみると、跡地利用に向けた意識が十分に醸成され

たとは言い難く、情報発信の強化や意識啓発のための取り組みが必要である。 

❸若い世代の組織の設置 

次世代の会を立上げ、先進地である「普天間飛行場の跡地を考える若手の会」との意

見交換会のほか、ギンバル訓練場跡地や那覇軍港内の視察に取り組んだが、活動内容や

活動頻度については決まっておらず、今後継続した会としていくためには、今後の活動

のあり方についてメンバーとともに検討していくことが必要である。 

❹土地活用に関する知識の習得 

地権者が返還後の土地活用について幅広い知識を持って様々な選択肢の中から考え

られるようになるためには、今後も継続した勉強会の開催による幅広い知識の習得が

必要となる。 

❺国有地を道路や公園・緑地等の公共用地に充当することの検討 

次年度以降には国有地に関する調査・研究が必要である。 
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（４）具体的な実施内容 

次年度の活動の考え方を踏まえ、これまでの活動を継続するとともに、土地活用に関す

る研究に取り組むとし、各取り組みの実施内容を以下に整理する。 

①全体計画を周知するための説明会の継続 

全体計画の周知と共有に向けて、より多くの地権者が参加しやすい環境のもとで説明

会を開催する。より多くの参加者を集める工夫としては以下が考えられる。 

（年末年始や年度末を避けての開催） 

・今年度の説明会のうち、参加者が最も多

かったのは「日曜日の午前中」であった

ことや、参加者アンケートによると、説

明会の日程としては「土日の日中」が参

加しやすいとしている参加者が約６割

のため、その点を踏まえた開催日の設

定が望ましい。 

（開催案内チラシの作成・配布、ホームページでの案内、開催日直前

での再案内） 

②勉強会や講演会の継続 

那覇軍港の返還が早くても 15 年先であることを念頭に、「急がず、焦らず、着実に」

土地利用に関する幅広い知識の習得に向けた勉強会や講演会を開催する。勉強会や講演

会の開催にあたっては以下を考慮する。 

・第２ステージへの移行期間における勉強会では、土地利用に関する幅広い知識の

習得のため、様々な業界の動向や将来展望のほか、投資先を選ぶ視点や必要な条

件などについて、那覇軍港のポテンシャルを踏まえながら、様々な業界に精通し

ている方や様々な業界の経営者から考え方を勉強することが望ましいと考えられ

る。ただし、参加者のニーズも踏まえた勉強会とすることが、より多くの地権者の

関心を高め有意義なものとなることから、アンケートから関心が高いと思われる

「土地の活用方法」や「那覇軍港を取り巻く周辺状況」についても併せて勉強会テ

ーマとして取り上げていくことが望ましい。 

平日の日中
17%

平日の夜間
15%土日の日中

62%

土日の夜間
6%

参加しやすい日程
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・今年度の参加者アンケートによると、勉

強会の開催頻度としては「年に２～３

回」が望ましいとしている参加者が約

半数であったが、「年に４～５回」を望

んでいる参加者が約４割いることを踏

まえ、開催回数を増やすことも考えら

れる。 

・これまでの勉強会では、地主会によって

選出していただいた勉強会メンバー

（約60名）に対して開催案内を送り、

参加者を募っていたが、平成 24 年度

に実施した地権者に対するアンケート

調査によると、約８割が勉強会に参加

したいという意向が見られた。以上を

踏まえると、今後は参加対象者を拡大

していくことも考えられる。 

年に２～３回
52%

年に４～５回
41%

年に６回以上
7%

勉強会の開催頻度

10

9

16

22

9

13

1

0 5 10 15 20 25

合意形成について

那覇軍港の概況について

那覇軍港を取り巻く周辺
状況について

土地の活用方法について

事業手法について

那覇軍港の持つポテンシャ
ルについて

その他 （件）

興味あるテーマ（説明会参加者）

ぜひ参加
したい
14%

予定があえば
参加したい
33%

内容によっては
参加したい
31%

参加しない
17%

無回答
5%

参加意向
（平成24年度アンケート調査より）

3
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13

7
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2

合意形成について

那覇軍港の概況について

那覇軍港を取り巻く周辺
状況について

土地の活用方法について

事業手法について

那覇軍港の持つポテンシャ
ルについて

その他

0 5 10 15 20 25

（件）

興味あるテーマ（勉強会参加者）
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③情報発信の継続 

合意形成活動に関する情報のほか、那覇軍港に関する情報について、より多くの関係者

が簡単に分かりやすく入手できる形で情報を提供する。情報提供の方法としては以下が

考えられる。 

・印刷物だけでなく、ウェブ上での閲覧も可能とするとともに、バックナンバーの閲

覧も可能とすることが望ましい。 

（那覇軍港に関する特設ページの開設） 

④次世代の会の継続 

継続的な活動や地主会との活動展開に向けて、以下の運営支援を行う。 

・活動頻度及び活動日については、メンバーの負担とならない範囲で検討する必要

があるが、継続的な活動とするために定期開催とし、将来的には毎月１回の開催

が望ましい。 

・また、長期的かつ継続的に活動していくためにも、メンバーによる中長期的な活動

計画及び年間目標と年間活動計画の作成が望ましい。 

・活動内容については、跡地利用に向けた知識の習得や将来のまちづくりについて

議論する場となる「検討会」や、他組織との意見交換や親睦を深める「交流会」、

先進地を見て体験することから学ぶ「視察会」が考えられる。 

・検討会での内容は以下が考えられる。 

○那覇軍港を知る（歴史・変遷、中南部圏における位置づけ、周辺まち歩き 等） 

○まちづくりを知る（事例調査・研究、手法や制度 等） 

○将来を考える（那覇軍港の役割、将来の活動イメージ、必要な機能 等） 

○那覇軍港を伝える（ＳＮＳによる情報発信、イベントでの発表 等） 

・検討会の場で得た知識や議論した内容について、外部との意見交換を行うことで、

様々な視点から将来のまちづくりを考えるきっかけとなり、特に、地主会とは将

来のまちづくりについて意見交換ができる環境を整えていくことが望ましい。 

・交流会での内容は以下が考えられる。 

○那覇軍用地等地主会との意見交換会 

○他の基地跡地における組織との意見交換会 

○イベントの開催
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・先進地を実際に目で見て、肌で感じ、刺激を受けることで意欲の向上につながり、

更には視察先において関係者と意見交換を行うことで、重要なポイントや注意点

など、資料を読むだけでは分からないことが学べ、跡地利用を検討していく際の

参考となることから、先進地の視察は重要であり積極的に行うことが望ましい。 

・視察先としては、県内外の基地跡地の事例のほか、様々なテーマによるまちづくり

事例が考えられる。 

⑤土地活用に関する研究 

国有地を道路や公園・緑地等の公共用地に充当することの検討として以下の調査研究

を行う。 

・国有地を活用したまちづくり事例のほか、土地活用に関する事例の収集を行う。 

・収集した事例について、特徴（メリット・デメリット）を整理分析することで、活

用手法の導入に適した状況を整理する。 

・事例分析により整理した活用手法を那覇軍港に導入した場合の問題点や課題を抽

出し整理する。 



1

５．各種合意形成活動の記録



2
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５．各種合意形成活動の記録 

（１）全体計画の説明会の記録 

実施概要 

跡地利用計画の計画づくりに取り組める環境を整えるにあたり、地権者に今後の活動を周知し、取り組

みへの積極的な参加を促進するため、合意形成活動全体計画≪見直し版≫の説明会を開催した。 

日時 

①平成２６年２月１４日（金）１９時００分～２０時３０分 

②平成２６年２月１５日（土）１０時００分～１１時３０分 

③平成２６年２月１５日（土）１３時３０分～１５時００分 

④平成２６年２月１６日（日）１０時００分～１１時３０分 

⑤平成２６年２月１６日（日）１３時３０分～１５時００分 

会場 

那覇軍用地等地主会館 ２階 

参加者 

≪地権者等≫ 

計 35名 

（①４名 ②９名 ③３名 ④17名 ⑤２名） 

≪地主会事務局≫ 

平良 和義、與古田 直子 

≪那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室≫ 

宇地原 靖、濱川 毅、赤嶺 文哉 

≪昭和株式会社≫ 

丸山 昭彦、伊藤 光 
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議事概要 

１．開会 

・那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室 宇地原課長より挨拶 

２．那覇市及び業務受託社の紹介 

・那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室 

・昭和株式会社 

３．那覇軍港跡地のまちづくりの進め方について 

・説明（那覇市より） 

・質疑応答 

①平成２６年２月１４日（金）１９時００分～２０時３０分 

○若い世代とあるが、地主の子どもや孫を言うのか、それとも那覇市民を言うのか。 

⇒若い世代とは、地主の継承者となり得る子どもや孫としている。 

○那覇軍港の跡地利用が始まるまで、あとどのくらいかかるのか。 

⇒移設条件付きで2028年度又はその後とされているので、早くてもあと１５年後である。 

○浦添ふ頭地区への移設が条件と聞いているが、その進捗状況はどうなっているのか。 

⇒浦添ふ頭地区の埋立地に移設することが条件となっており、埋め立てるための環境影響評価を今

年度中に契約すると聞いている。環境影響評価に５年、埋立て承認に１年、埋立てに９年、手続

き等に半年の予定となっている。 

○浦添市民が反対した際には影響があるのか。 

⇒反対運動が起これば、その分だけ遅れることも想定される。 

那覇新都心地区の跡地利用は、返還後に長い期間を要した。那覇軍港ではそのようなことになら

ないよう、返還までにできることに取り組んでいくということである。 

○もうすぐ還暦を迎えることから、いつ返還されるかが気になっている。 

○那覇軍港は年に何回使用されているのか。使用回数が少ないと思うのでどこかに一時的に移設

できないのか。 

⇒昭和62年には96隻の寄港があったが、平成14年には 35隻であり、それ以降は公表されて

いない。 

○返還後、自衛隊が使用することにならないか不安である。 

⇒自衛隊が使うというようなことは聞いたことがないし、防衛力の整備に関する計画にそのような

記述もない。 

また、米軍跡地を自衛隊が基地として使用するのであれば、それは沖縄にとっての負担軽減には

ならないことから、自衛隊が使うといったことはないと思われる。 

○いつ返還されるのかがはっきりしていれば、もっと真剣に取り組めると思う。 

⇒地権者がしっかりと跡地利用について考えていけば、国に対して返還に向けた動きを促すことに

なると考えている。 

②平成２６年２月１５日（土）１０時００分～１１時３０分 

○次世代のことを考えていくことは大事なことであり、良いことだと思う。また、地権者との信頼

関係を失わないようにすることも良いことである。 
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⇒那覇軍港は地権者にとっては貴重な財産であることから、那覇軍港の特性を活かして財産価値を

高める方法を地権者の皆様と考えながら跡地利用に向けて取り組みたいと考えている。 

○那覇軍港の利用価値を更に高めるのであれば、向かい側の会社や港も含めて考えると良いと思

う。 

○車のアクセスの便が悪い。車が増えたのに対して、交通網が対応できていないので、軍港だけで

はなく、全体で考えていく必要がある。 

⇒土地利用を考える上では交通も大事であると認識している。 

○都市計画マスタープランにおける那覇軍港の位置づけはどうなっているのか。 

⇒現在は提供施設のため白紙の状態であり、港湾計画においても含まれていない。今後、跡地利用

に沿った形で計画決定していくことになる。 

○今の段階で跡地利用について、那覇市としての案があれば示してほしい。 

⇒現時点では、平成７年度に策定した統一案となる。しかし、現状と合わなくなってきていると感

じている。 

○跡地利用は長期に渡ることから、次の世代は大事である。また、行政も変わっていくと思う。 

⇒跡地利用の進行に合わせて行政の組織も変えていく必要があると思っている。 

○地権者の土地が小さいことからどういう跡地利用ができるのか。跡地利用の際は、自分で住む場

所として利用しない方が良いと思っている。団体的に使うか、あるいは MICE など、いろいろ

あると思うので、地権者と行政との連携により進めなければいけないと思う。 

⇒合意形成達成目標の５つ目にあるように、国有地の充当についても考えていくべきと思う。米軍

が埋め立てた所が国有地となっているので、そこを道路などの公共用地に充てることを考えてい

く。行政と地権者とが協力して、国に強く要求していく必要がある。 

また、小さい土地の活用方法として、共同利用などの手法を考えながら進めていく必要がある。 

○土地が削られることに対して地権者に通達がなく、補償もまったくなかった。犠牲があったこと

を配慮すべきであり、土地の評価がプラスになるように防衛省と折衝して進めていただきたい。 

⇒那覇軍港においては、米軍が埋め立てた所が国有地となっており、そういった経緯を踏まえると、

国有地は地権者のために活用していただくことを要求しても良いと考えており、そのように進め

ていきたい考えである。 

○那覇市では垣花以外に駐留軍用地はあるのか。 

⇒那覇軍港が最後である。 

○那覇軍港内の土地を県外の方が買っていることを耳にするが、地元の所有者が何割いるか分か

るか。 

⇒市ではわからない。 

○行政として地元にお金が落ちるような対策をしていくべきである。 

⇒そのためにも、説明会を開催し、情報提供をとおして、どのように利用したら価値が高まるのか

を一緒に考えていきたいということである。 

○天久では、何年か借料がなかったために土地を手放した人がおり、売った相手が本土の企業であ

った。 

⇒個人売買は止められないが、古くからの地権者の方や新しく地権者となられた方も含めて合意形

成を図ることが大事と考えている。大多数の地権者が一番良い利用と思える活用について合意形

成を図っていくということである。 



20

③平成２６年２月１５日（土）１３時３０分～１５時００分 

○港の桟橋として利用する構想はあるのか。 

⇒平成７年度に作成した計画ではウォーターフロントの構想はあるが、今の条件に合わない部分も

あるので、軍港の特性を踏まえながら跡地利用について考えていくための準備をしている段階で

ある。 

○ウォーターフロントとすることに疑問があり、港のままの利用が良いのではないかと思う。 

⇒現在の状態に関係なく、白紙の状態で、那覇軍港の特性を踏まえ、一番望ましい利用を考えてい

くとしている。 

○説明会への参加者はいつも少ないのか。 

⇒５回に分けて開催していることから分散してしまっていると思われる。また、全体計画見直し後、

初めての説明会であり、今回の参加状況を踏まえて参加しやすい日時で今後も開催していく予定

である。 

○那覇空港の第2滑走路の整備を踏まえると、それに伴うインフラや倉庫が必要になると思う。 

⇒空港が近いことから、そのような考えもあると思う。嘉手納以南で考えたときに、一番利用価値

が高いものを考えていく必要があると考えている。 

○昭和株式会社とはどのような会社か。 

⇒まちづくりのコンサルタントであり、復帰後から沖縄県においてまちづくりの支援をさせていた

だいている。 

④平成２６年２月１６日（日）１０時００分～１１時３０分 

○那覇軍港の海に面している長さは何 kmくらいあるのか。 

⇒概ね２km弱と思われる。 

○那覇軍港に面している海を埋め立てる考えはあるのか。 

⇒那覇軍港の話であり、海を埋め立てるといった話は別の話となる。 

○海になってしまった土地もあるのではないか。 

⇒米軍が削って海没してしまった土地については、埋め立てられた土地が代替地となっている。 

○港としての価値があるのであれば使用することも考えられるが、港を埋め立てて、空港の拡張や

新都心のような都市計画を進めれば素晴らしいまちとなるのではないかと思う。 

⇒まずは、返還される土地をどうするかを考えるということになる。 

○観光立県を掲げ、LCCの就航などがあるが、観光地として施設が不足していると思う。那覇軍

港のもつ特性であるウォーターフロントや空港に近接している点、モノレールも近いといった

ことを活かし、アウトレットモールや景色の素晴らしい場所とすることなどが考えられる。 

⇒一番利用価値が高まる活用を地権者の皆様と一緒に考えていきたい。 

○那覇軍港の返還手順の中に、埋立てとあるが、どこのことか。 

⇒移設先となる浦添ふ頭地区のことである。 

○返還は早くても15年後ということか。 

⇒そのとおりである。返還される前に跡地利用についてしっかりと考えておかなければ、返還後に

もっと時間を要してしまうことになる。 

○モノレールを軍港内に通し、浦添、宜野湾までつなぐべきである。そうでなければ取り残されて

しまう。 

⇒交通については、県全体で新たな交通計画が検討されているところである。 
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⑤平成２６年２月１６日（日）１３時３０分～１５時００分 

○平成 18年度に策定された計画と見直し版とはどこが変更となっているのか。 

⇒跡地利用計画の計画づくりに取り組む期間である第２ステージへの移行期間を設けた点である。

また、第２ステージへの移行に向けた合意形成活動達成目標を掲げ、５つ目に、国有地を公共用

地に充当することの検討を位置づけたことも大きな変更点である。 

○那覇軍港の返還時期とされている2028年度又はその後と、全体計画に示されているステージ

について、タイムスケジュールにおける整合はどうなのか。 

⇒全体計画の見直し後に統合計画が発表された経緯がある。 

第２ステージから第３ステージへ移行するための節目を返還としており、跡地利用の事業段階へ

移るのは、2028年度又はその後であることから、早くて15年先となる。 

○若い世代とは何歳ぐらいの人を言うのか。 

⇒年齢ではなく、地主の次の世代ということである。 

なお、今後継続していく中では、行政の組織についても状況に応じて変えていく必要があると考

えている。 

○県の跡地利用計画との整合を図りながら、那覇軍港の特性を活かした跡地利用を考えて欲しい。 

⇒那覇軍港の特色を活かせるような跡地利用を考えたいと思っている。 

４．開会 

以上 

配布資料 

・次第 
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・那覇軍港跡地のまちづくりの進め方≪見直し版≫
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・第２ステージに移行するまでの具体的な活動内容
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・パワーポイント説明資料
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・「合意形成活動全体計画≪見直し版≫ 説明会」アンケート
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大変分かり
やすかった
18%

分かりやすかった
73%

分かりにく
かった
6%

無回答
3%

アンケート結果 

Q1：今回の説明会の内容はどうでしたか。感想をお聞かせ下さい。また、その理由をお聞かせ
ください。 

  回答数 構成比 

大変分かりやすかった 6 17.6% 

分かりやすかった 25 73.5% 

分かりにくかった 2 5.9% 

無回答 1 2.9% 

 計 34 100.0% 

Q２：説明会の説明時間はどうでしたか。 

  回答数 構成比

長かった 1 2.9%

ちょうど良かった 30 88.2%

短かった 3 8.8%

無回答 0 0.0%

 計 34 100.0%

Q3：説明会の日程について、どの日程が参加しやすいですか。 

  回答数 構成比

平日の日中 6 17.6%

平日の夜間 5 14.7%

土日の日中 21 61.8%

土日の夜間 2 5.9%

無回答 0 0.0%

 計 34 100.0%

理由
○初めての参加なので、基本的な認識がなかったため。 

○画面に映して、説明があったから。 

○少人数でスライドなどをつかって説明が良かった。 

○別紙を準備されて、尚、具体的な内容でしたので分かりやすかった。 

○わかりやすく整理されていた。 

○複数回に於いて説明会の参加と、スライドの投影が文字が大きく要点をしっかりととらえていた。 

○参加者から新しい発想がでておもしろかった。 

○質問に対して心より説明してくださり分かりやすかったです。今後、若い世代の方とも意見を交えて、

よりよい那覇軍港計画を進めていけたらいいと思います。 

○地権者と行政の取組み等 

○参加者が少なく、たくさんの方の意見が聞きたかった。 

○普通かな。説明が細かな所まで無かったから。 

○説明者がていねいに答えてくれた。 

○今迄も参加していますが、もっと説明をこまかくやって欲しい。 

○適切な資料で現在の状況とこれからの取り組み内容とスケジュール理解が深まった。 

○具体的な内容がきけるかと思ったが、海のうめたての意見も参考にして広域にみつめてもらいたい。

○行政は土地を何に利用したいのか具体的に説明して欲しいですね 

長かった
3%

ちょうど良
かった
88%

短かった
9%

平日の日
中
17%

平日の夜
間
15%

土日の日
中
62%

土日の夜
間
6%
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Q４：がじゃんびら通信は役に立っていますか。

  回答数 構成比

大変役に立っている 14 41.2%

少しだけ役に立っている 12 35.3%

あまり役に立っていない 3 8.8%

まったく役に立っていない 0 0.0%

見たことがない 5 14.7%

無回答 0 0.0%

 計 34 100.0%

Q5：がじゃんびら通信をご覧になられている方にお聞きします。がじゃんびら通信の掲載内容
は分かりやすいですか。 

  回答数 構成比

大変分かりやすい 3 8.8%

分かりやすい 20 58.8%

分かりにくい 4 11.8%

無回答 7 20.6%

 計 34 100.0%

Q6：市ホームページから那覇軍港に関する情報を得たことがありますか。 

  回答数 構成比

よく利用している 2 5.9%

見たことはある 8 23.5%

見たことがない 18 52.9%

あることを知らなかった 5 14.7%

無回答 1 2.9%

 計 34 100.0%

Q7：利用された方にお聞きします。市ホームページは見やすい（探しやすい）ですか。

  回答数 構成比

大変見やすい（大変探し

やすい） 
0 0.0%

見やすい（探しやすい） 9 26.5%

見にくい（探しにくい） 1 2.9%

無回答 24 70.6%

 計 34 100.0%

大変役に
立っている
41%

少しだけ
役に立って
いる
35%

あまり役
に立って
いない
9%

見たことが
ない
15%

大変分か
りやすい
9%

分かりや
すい
59%

分かりにく
い
12%

無回答
20%

よく利用し
ている
6%

見たことは
ある
23%見たことが

ない
53%

あること
を知らな
かった
15%

無回答
3%

見やすい（探しやすい）
90%

見にくい（探しにくい）
10%
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Q8：勉強会や専門家による講演会を開催する際には参加したいですか。 

  回答数 構成比

ぜひ参加したい 12 35.3%

予定があえば参加したい 16 47.1%

内容によっては参加したい 2 5.9%

参加しない 0 0.0%

無回答 4 11.8%

 計 34 100.0%

Q9：勉強会や専門家による講演会のテーマとして、興味のあるものは何ですか。（いくつでも可） 

  回答数

合意形成について 10

那覇軍港の概況について 9

那覇軍港を取り巻く周辺状

況について 
16

土地の活用方法について 22

事業手法について 9

那覇軍港の持つポテンシャ

ルについて 
13

その他 1

計 80

その他:理由
○観光立県 

Q10：那覇軍港の跡地利用についてなど、ご意見がございましたらご記入ください。

○モノレールやセルラースタジアムと連動した土地活用を作成して欲しい。他の施設の様に住宅・店舗

だけの利用形態はやめて欲しい。 

○定期的に勉強会を行って欲しい。 

○軍港内各個人の土地の地図がほしい。 

○返還後にどの様に土地活用していくのか。おもろまちの様な街造りか、行政を中心とした港等々の活

用を進めるのか具体的なビジョンがあればイメージしやすい。 

○説明会など開催（今後） 

○ハブ空港（第2滑走路）後の有効活用を目指すのが一番良いと思う。 

○那覇軍港の跡地利用が県勢及び那覇市の発展に繋がる様に地主としても期待しています。（本日のス

ライド No11 に共感しました）また、本日のスライド No25 達成目標⑤国有地の公共用地への充当

の検討は、地主の利益（減歩率の低減）に直結するので、前向きに検討・調整を進めていただきます

様お願いします。 

○もっと勉強してから跡地利用計画をまとめたい。 

○軍港をうめて、陸地としては。空港の土地として使う、空港周辺の土地として利用・アジアの拠点と

しての利用。 

○方法（合意形成活動）今、現在の取り組み以外の進め方はないでしょうか。地権者に参加してもらう

方法として。 

○ＭＩＣＥの計画はありますか。（県は2年以内に場所決定の予定と思います） 

ぜひ参加
したい
35%

予定があ
えば参加
したい
47%

内容に
よっては参
加したい
6%

無回答
12%

10

9

16

22

9

13

1

合意形成について

那覇軍港の概況について

那覇軍港を取り巻く周辺状況
について

土地の活用方法について

事業手法について

那覇軍港の持つポテンシャルに
ついて

その他
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○まだわかりません。 

○いろんな人がいるから大変そうだな。 

○アジア有数のウォーターフロント商業地域にした方がいいです（アウトレットモールなど）。夕陽が見

えて世界にほこれる地域。モノレールの駅は必要。北部への水族館へのアクセス基地（高速船）等。

○那覇市の表玄関として国際的にも誇れるような跡地利用をお願いしたい。 

○時間が長いですね。次の世代に引継ぐことになるので、どのように進めたらいいのかなと、考えるこ

とがあります。 

○他の軍用地跡地利用計画等も十分考慮して利用計画を策定してもらいたい。

Q11：あなたはどなたですか。 
  回答数 構成比

地主ご本人 20 58.8%

ご子息、ご子女 5 14.7%

その他のご家族 4 11.8%

無回答 5 14.7%

 計 34 100.0%

Q12：あなたの居住地はどこですか。 
  回答数 構成比

那覇市内 19 55.9%

那覇市外 8 23.5%

沖縄県外 2 5.9%

無回答 5 14.7%

 計 34 100.0%

Q13：あなたの年齢はいくつですか。
  回答数 構成比

10歳代 0 0.0%

20歳代 0 0.0%

30歳代 0 0.0%

40歳代 6 17.6%

50歳代 8 23.5%

60歳代 6 17.6%

70歳代以上 9 26.5%

無回答 5 14.7%

 計 34 100.0%

地主ご本
人
59%ご子息、

ご子女
14%

その他の
ご家族
12%

無回答
15%

那覇市内
56%

那覇市外
23%

沖縄県外
6%

無回答
15%

40歳代
18%

50歳代
23%

60歳代
18%

70歳代
以上
26%

無回答
15%
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（２）勉強会の記録 

①第１回地主会等勉強会 

実施概要 

りゅうぎん総合研究所 比嘉 盛樹氏を招き、「沖縄の観光動向について」と題して講演いただき、意見

交換を実施した。 

日時 

平成２６年３月２日（日）１０時００分～１１時３０分 

会場 

那覇軍用地等地主会館２階 

講師 

りゅうぎん総合研究所 比嘉 盛樹氏 

出席者 

≪勉強会メンバー≫ 

34名 

≪那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室≫ 

宇地原 靖、濱川 毅、赤嶺 文哉 

≪昭和株式会社≫ 

丸山 昭彦、伊藤 光 

議事概要 

１．開会 

・那覇軍用地等地主会 我那覇会長あいさつ 

２．講師紹介 

３．講演 

・沖縄県における観光動向について 

４．質疑応答 

○ホテルにおける県内資本と県外資本を比較するとどのような状況なのか。 

⇒具体的な数字は手元にないが、那覇市内のホテルのほとんどが県外資本である。ホテル業界は、

清掃やベッドメイク、レストランなど結構人手がかかる業種であることから、ホテル自体は県外

資本であっても、雇用面では県内雇用が増えることにつながるので、県外資本のホテルが増える

ことは悪いことではないと思う。 

○現在の観光動向を背景に、那覇軍港跡地にどのよう

な施設を配置すれば将来有望なのか。 

⇒那覇市においては、ショッピングセンターやホテル

は飽和状態にあると思っている。 

MICE 施設や商業施設があってもいいと思うが、少

し勿体ない気がしている。MICE 施設について、幕

張の場合は広すぎることからすぐ隣にホテルが必

要な状況であると思うが、那覇市はコンパクトな都

市であることから、今ある周辺のホテルを十分に活用できると思う。 

また、スポーツとの関連や港としてのまちづくりなども考えられる。  
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○沖縄は海洋博や首里城があり非常にポテンシャルが高いところだと思うが、那覇軍港に MICE

を誘致するためにヒントとなることは何か。 

⇒県外の方々の感覚では、美ら海水族館と首里城は遠い施設だという感覚はない。 

那覇軍港は空港に近いことが一番の売りであり、さらに、周辺ではおいしいものが食べることが

できるし、首里城も見に行ける、そして、少し車で走れば美ら海水族館にも行けるという地の利

が良いということが有利な条件だと思う。 

○沖縄の交通について、特にバスは厳しい状況であり、県が力を入れて取り組むべきと思うが、そ

の点についてどう思うか。 

⇒県外からの来訪者の移動手段はレンタカーかバス、タクシーしかなく、レンタカーが伸びている

のは公共交通機関が未発達であることも一つの要因だと思う。今後は、バス路線や新たな交通を

開発していかなければならないと思うが、バスを運営する会社が県内資本なのか県外資本なのか

はあまり気にすることでないと思う。要は、運営するバス会社が、きちんとバス路線を整備して

県外からの来訪者や県民の利便性の向上に貢献してくれれば良いと思う。 

雇用面においても、バス会社が県外資本であっても、県民を雇ってくれれば良いと思う。 

沖縄のバスは、渋滞などで時間通りに来なかったり、所要時間が計算できなかったりするので、

それらを改善していければ利用者も増えてくると思う。 

○沖縄への観光誘客については、県が相当働きかけているのか。 

⇒県では様々なプロモーション活動を行っており、自治体でも観光誘客に力を入れていると思う

が、実際に人を送ってくれているのは旅行会社や航空会社である。だから、そういった方々を大

事にする必要もあるし、受け入れる我々も観光客ががっかりしないような場所づくりをしていき

たいと思っている。 

○最近では、ウィークリーマンションやマンスリーマ

ンションの需要が増えており、外国人の観光客の利

用や温かい沖縄で冬を過ごす高齢者の夫婦の利用

が多いと聞くが、そのあたりの数字が分かれば教え

ていただきたい。 

⇒おっしゃるとおり、ウィークリーマンションやマン

スリーマンション、ゲストハウスの利用は増えてお

り、ホテルが満室でウィークリーマンションを利用

したという話もある。 

数字については現在調べているところであり、半年

以内には何らかの形で示すことができると思う。 

○景気動向を見るときに、消費や建設、観光を指標としているが、農業の視点も重要だと思う。 

⇒我々は、消費や建設などの大きな柱を軸に景気動向を見ている。農業に関する数値も大事である

と考えているが、農業の状況を端的に表す指標が定まっておらず、また、毎月把握できるもので

もないことから、判断材料が少ないという点が実情である。

５．閉会 

以上 
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配布資料 

・次第 

・勉強会資料 
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・沖縄県内の景気動向 
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40
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・沖縄県の経済社会活動を支える那覇港 

・平成25年度 ビジットおきなわ計画 
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・アンケート票 
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アンケート結果 

Q1：今回の勉強会の内容について理解できましたか。また、その理由もお聞かせください。

回答数 構成比 

理解できた 18 66.7%

どちらかと言えば

理解できた 
7 25.9%

どちらかと言えば

理解できなかった
1 3.7%

理解できなかった 0 0.0%

無回答 1 3.7%

 計 27 100.0%

Q2：勉強会の内容で良かった点は何ですか。

【意見内容】 

○観光の具体的な数字。 

○直近の県経済の状況と観光関係の状況がデーター（数値）で理解する事ができました。那覇軍港跡地
利用検討の参考になりました。 

○県内経済動向・観光動向については、よく理解できた。それらを背景にして、那覇軍港跡地の活用に
どう結びつけていくのか、どうつながっていくのか、これからの課題であり、これからの勉強会で議
論を深めて欲しい。 

○観光の推移、実績等の説明して戴き理解できた。 

○沖縄の観光動向（景気動向）が専門家の方が説明していて数字の中身がハッキリ知れてよかった 

○①細かく数値面で理解できた。②分り易い説明で講師が良かった。③短時間の範囲で良く説明されて
いた。（資料：良く分析してある） 

○グラフを使った説明が分かり易かった。 

○景気動向が良くわかった 

○県内の観光の動向がグラフ等での説明で良くわかった。今後の参考にしたい。 

○観光についての推移がわかった。 

○観光立県としての展望がより重要な経済と関係していることが理解できた。 

○ハワイと沖縄の比較がよかった。特にハワイは日本人が多いと思っていたが、米本国からの方が多い
と思った。私がハワイに居た60年前は日本人は一人も居なくてほとんど米本国からの人間だった。

○観光産業をのばそうとしている沖縄においての課題、滞在日数・売上げ等が見えた。 

○観光立県としての本県におけるサービスのあり方について講演されたことは、ある程度理解できた。

○沖縄経済動向を指標でみること。 

○沖縄の景気が拡大しつつある事が細かく説明されていて良かった。 

○観光の件の話であったが、産業が重要である。 

○軍港跡地利用に向けての今日の勉強会内容との「関連」がより理解できなかった。 

○とても詳しく分析されていて分かり易かったです。アウトレットモールやイオンやメインプレイス、
平和通りの産業の売上状況、LCC就航について、もっとくわしくお願い致します。 

○資料および説明等も良かった。 

○沖縄と気候と差のないハワイとの比較は大変良いと思う。 

○情報がもらえた。 

○グラフ、数字、年・月別、前年比、表にした件、大変良かったです。 

理解できた
66%

どちらかと言
えば理解で
きた
26%

どちらかと言
えば理解で
きなかった
4%

理解できな
かった
0%

無回答
4%
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Q3：勉強会や専門家による講演会のテーマとして、興味のあるものは何ですか。（いくつでも可）
また、具体的なテーマがあればお書きください。 

回答数 構成比 

合意形成について 3 4.7%

那覇軍港の概況について 7 10.9%

那覇軍港を取り巻く周辺

状況について 
16 25.0%

土地の活用方法について 13 20.3%

事業手法について 7 10.9%

那覇軍港の持つポテンシ

ャルについて 
15 23.4%

その他 2 3.1%

無回答 1 1.6%

 計 64 100.0%

Q4：那覇軍港の跡地利用についてなど、ご意見がございましたらご記入ください。

【意見内容】 

○空港に近い那覇市内という立地をいかした活用方法を考えていきたい。 

○観光客の単価を上げるという話がありましたが、エンターテイメント性のある施設などはどうなのか

知りたいです。昼夜使えるようなシアターやスポーツ関連など。 

○最近MICE の話題をよく聞きますが、土地の有効利用収益性の確保が図れるのであれば、地主として

誘置を検討すべきテーマだと思います。 

○ウォーターフロントの特徴を活かした施設（できれば何かしらの特区設置の下で） 

大型ショッピングモールとビバリーヒル的な住宅（リース・レンタルで運用） 

交通結節拠点（海と陸：船とバス等） ・スポーツアイランド（奥武山公園と連携して） 

３K連携施設（観光・環境・介護を結びつけ相乗効果をもたらす） 

○①世界のグルメ（食）センターの創造、海が見える港にはクルーズ船が接岸出来る事。 

②薬膳から医療特区センター。 

③全天候型スポーツセンター。 

○軍港は、最後の広い土地なので価値あるものをつくるために考えていくべきだと思う。他の所とは違

う町づくりをすべきだと思う。 

○浦添（軍港）移転の状況、嘉手納以南の全ての米軍施設の（SACOの合意）撤退状況の中でどうも理

解できない。 

【その他：内容】 

○世界の港町の事例。（規模・施設・収益性） 

○那覇軍港の持つポテンシャルについては、なかなか見えづらい。 

【勉強会テーマ】 

○国内外の例など 

○跡地を一括活用できる大規模施設（MICE・テーマパーク）の検討 

○1.土地の共同利用における管理・運営の方法について 
2.共同利用で土地を活用する施設は(安定的収入を得るために）何が有効か 

○何が最適（価値）なのか（軍港の跡地には） 

○国・県・市に対して腹の探り合い、地主会の更なる勉強が課題かな 

○那覇軍港の持つ可能性について 

○沖縄の玄関口に近い地の利を活かした施設等、色々なアイディアを出す手段として、更なる（世界含

む）情報がほしい 

○MICE の件を少しお願いします 

○地主のメリットが有る、使用方法を考える

3
7

16
13

7
15

2
1

合意形成について

那覇軍港の概況について

那覇軍港を取り巻く周辺状況について

土地の活用方法について

事業手法について

那覇軍港の持つポテンシャルについて

その他

無回答

0 5 10 15（件）
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○沖縄観光とハワイとの対比で3.7 日と 9.42 日であったが、沖縄が滞在日数をのばすためには、滞在

するための施設を作る必要があると思う。目玉としては現在、首里城・美ら海水族館しかない。 

○港を利用した方法もあるのではないかと思う。ヨットハーバーとクルーズ船の停泊場を作ってその売

上げを。 

○本県の表玄関である那覇港を整備し「クルージン港」として活用することがベターである。 

○今回の勉強会の内容も含めて、今後の跡地利用に役立てたい。 

○大きな計画をしてもらいたい。将来に向って。 

○県の発展は軍港跡地利用計画にある。 

○跡地利用に地主メリットを考えて行う方法を大変のぞむ。 
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②第２回地主会等勉強会 

実施概要 

株式会社DMC沖縄 徳田 博之氏を招き、「MICE（マイス）について」と題して講演いただき、意見交

換を実施した。 

日時 

平成２６年３月１６日（日）１０時００分～１１時３０分 

会場 

那覇軍用地等地主会館２階 

講師 

株式会社DMC沖縄 徳田 博之氏 

出席者 

≪勉強会メンバー≫ 

43名 

≪那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室≫ 

宇地原 靖、濱川 毅、赤嶺 文哉 

≪昭和株式会社≫ 

丸山 昭彦、伊藤 光 

議事概要 

１．開会 

・那覇軍用地等地主会 我那覇会長あいさつ 

２．講師紹介 

３．講演 

・MICE（マイス）について 

４．質疑応答 

○ミス・ユニバースが沖縄で開催された時、その後

10年間は沖縄で開催されると聞いていたが、赤字

であったことから開催地が変更となっている。

MICE という観点からみると、どこに問題があった

のか。 

⇒ミス・ユニバースは MICE のうちのイベントであ

り、大会に該当する。大会は行政の予算で開催する

ものもあれば、民間企業からの協賛金により開催す

るものもあり、ミス・ユニバースは複合的な形で、

行政からの予算と民間企業からの協賛金により開

催されていたと思われる。 

これまでの開催地のように非常に大きなマーケットがあり、ナショナルカンパニーが多数ある都

市の場合には協賛金が整えられたが、沖縄のような小さな都市では協賛金が思うように集まらな

かったと思われる。 

東京と沖縄の企業における協賛金を比較したら桁が違うことから、その点を見誤らずに沖縄に合

った方法で開催するべきだったと思う。 
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○パシフィコ横浜について、土地の所有状況やコンベンション施設の稼働状況、運営面のコーディ

ネーターの主体はどこか。 

⇒もともとは造船所であり三菱が土地を持っていたが、代替地として横浜市が埋め立てた土地に移

動してもらい、現在の土地は、三菱と横浜市、住宅都市整備公団で分割して所有している状況で

ある。なお、パシフィコ横浜があるエリアは埋立地であり横浜市が所有している。 

運営は、第３セクターであり、横浜市と神奈川県、政策都市銀行が大株主となっている「株式会

社横浜国際平和会議場」が、横浜市から土地を借りて施設を整備し運営している。民設民営で成

功している事例である。 

コンベンション施設は、２万㎡の展示場と60の会議室、５千人の固定席がある大ホールのほか

宿泊施設からなり、宿泊施設のテナントである横浜グランドインターコンチネンタルホテルから

の家賃収入や施設を貸し出して収入を得る形で経営しており、その収益の中から横浜市に土地代

を支払っている。 

稼働状況はほぼいっぱいである。パシフィコ横浜では、大きな学術会議や国際会議を主としてお

り、それらの開催時期は春と秋であるが４年先までいっぱいと言われている。そして、夏と冬に

民間企業による MICE を誘致しているが、リピーターがしっかりついている状況である。年間

3000件の問い合わせがあるが、許容量が800件であるため、新規は断っている状況が続いて

いる。そのような中、１万㎡の展示場と千人規模の会議スペースの増設計画がある。 

○MICE 開催地「沖縄」の魅力強化策として、常設エンターテイメントの開発とあるが、具体的に

はどのようなものか。 

⇒具体的なイメージはしていないが、事例としては韓国にあるNANTA（ナンタ）のような、各国

から来た人でも楽しめるコミカルなミュージカルがある。 

沖縄で言うと、地域の文化を活かしたエンターテイメントの常設小屋のようなものがあると楽し

めると思う。コザのライブハウスに行けば楽しめるが、観光客が行きやすい場所ではないため、

もう少し身近にエンターテイメントがあると良い。 

また、県の事業で空手を題材としたエンターテイメント開発があったが、それが常設されており、

そこで食事をしながら楽しめるようなものでも良い。 

料亭に行けば琉球舞踊が楽しめるが、もう少しパブリックであれば良く、また夜遅くまで飲食が

できる場所があることが望ましい。 

○MICE が沖縄で開催されるにあたり、施設整備や人材育成に何年くらいかかるのか。また、年に

何回くらいの使用が見込まれ、施設を使用してもらうためにはどこに PR すればよいのか。施

設を運営していくための稼働が確保できるのか。 

⇒現在、県では、これから誘致したいMICE を念頭に置き、施設の構造やキャパシティを検討して

いると思う。 

施設の稼働を確保するのは、マーケティングの話となり、これまでは県が中心となり、コンベン

ションビューローが取り組んできたが、これからは民間企業がビジネスとして MICE 誘致に取

り組んでいかなければいけないと思う。 

また、施設の運営についても、経営者の視点でマーケティングしなければならない。 

MICE 施設は、本来、外貨を稼ぐ施設であるとの考え方により、県外や国外からのマーケットを

誘致する仕組みとして活用すべきと考えているが、施設経営のためには稼働率を上げなければな

らないので、地域のイベントで活用を図りながら、将来的には県外や国外からのMICE で活用さ

れる施設運営がされると良い。 
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○沖縄に適した MICE のあり方は素晴らしいと思うが、県が整備しようとしている２万人規模の

施設についてどう思われるか。 

⇒パシフィコ横浜はコンベンション施設として日本で一番安定した経営をしていると言われてい

るが、２万人の催しは開催されていない。 

一番大きなコンベンションは、１万人規模の医学会総会であり、パシフィコ横浜では20年に１

回の開催である。同様に歯科学会総会も20年に１回の開催であることから、国内のマーケット

では学会が10年に１回の開催となる。 

また、大きな国際会議は宝くじに当たったようなものであり、パシフィコ横浜では５千人規模を

年に１～２回、残りは１千人～３千人規模のものを多数こなしている。 

２万人が一度に集まるのはイベントやコンサートなどの興行であり、何万人規模のイベントはス

タジアムなどを使っての開催が望ましいスタイルだと思う。 

２万人規模の施設とは、展示場の中に２万人が入れるという大きさを表しているものである。 

MICE は２万人の人が集まり、そこで話を聞くというものではなく、全体会議や分科会、食事会

ができるなどフレキシブルな使い方ができなければいけない。 

現在の沖縄で対応可能なコンベンションの規模としては、沖縄コンベンションセンターでの１千

人規模であり、今後、２万人規模の施設ができたとしても５千人規模のコンベンションが最大だ

と思う。 

○これまでの MICE は大きな都市での成功であり、

沖縄に適した MICE とすることが望ましい。現実

に過大評価されたものがあるが、それに近くなるよ

うに取り組んでいく必要があり、それに期待した

い。 

⇒自分たちの土地の中に MICE 施設が整備されるの

であれば、そこにどのようなビジネスチャンスがあ

るのか、そこに自分たちはどういう参画ができるの

かを考えていく必要があると思う。 

大きな開発が先に進んでしまうと思われるが、施設

だけあれば良いというわけではなく、その周辺との共存による経済効果や雇用効果がどうしたら

生まれるかについて、構想の中に入れ込んでいかなければならないと思う。 

大きな開発とどう対峙し、どう活かしいていくかを専門家と交えながら考えていく必要があり、

既存産業に効果をもたらす仕組みをつくれば、既存産業にも活かされるという視点で考えると、

突破口も見えてくると思う。 

５．閉会 

以上 
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配布資料 

・次第 

・講師プロフィール 
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・MICE の概要と活用について 

                    ・アンケート用紙 
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アンケート結果 

Q1：今回の勉強会の内容について理解できましたか。また、その理由もお聞かせください。

回答数 構成比 

理解できた 20 69.0%

どちらかと言えば

理解できた 
9 31.0%

どちらかと言えば

理解できなかった
0 0.0%

理解できなかった 0 0.0%

無回答 0 0.0%

 計 29 100.0%

Q2：勉強会の内容で良かった点は何ですか。

【意見内容】 

○ＭＩＣＥの先進事例（パシフィコ横浜）の実情が判った。 

○勉強会（今後経済発展を考慮）、経済効果？ 

○MICE について理解できた事と、沖縄の魅力に関連づけて、効果と課題とを交えて説明されていた。

○総体的によかった。 

○MICE の言語が理解できた事。 

○MICE を具体的に、現役の方に話しを聞けて、実際にどのように運営されているかを知れてよかった。

○横浜みなとみらいの街づくりに興味がわいた。 

○新しい場所（発想）でのMICE の発想ができた事。従来型の発想の変更。MICE の開催地としての沖
縄の魅力。空港、ホテルが那覇に位置する。北の方はリゾート位置に美術館をもってくる。その他、
別の施設のバッティングした施設。 

○MICE は多くの機能が集約され多くの経済効果があること。 

○全て良かった。 

○那覇軍港跡地利用の大きなヒントになった。 

○沖縄におけるMICE の可能性・重要化について理解できた。大都市と比べた沖縄の不利もQ&Aで分
かった。 

○現時点の状況分析、先進事例及び実施事例の紹介、課題と今後の展望等に触れながらの説明が良かっ
た。質問への回答もていねいで適切であった。 

○MICE の概要がより具体的に理解できた。MICE を誘致することによって経済的効果を始めいろんな
分野でのよい効果が発生することができるという事。 

○徳田講師の説明が、より詳しくていねいな話であったので充分理解できた。良かった。 

○全ての角度から勉強会としては良い事だと思います 

○MICE の事がよくわかった。今日の話は全部よかった。 

○とても分かりやすく今後沖縄にとってとても重要なものであると思いました。 

○MICE 開催地として沖縄は魅力があるとわかったこと。ただ、まだ課題もいろいろあることもわかり
ました。 

○沖縄の可能性が良くわかった。 

○MICE の意味がわかった。 

○MICE の活用する利点が良くわかった。 

○スライドを使った手法と講師のゆっくりとした話し方が良い。同時にMICE が新聞紙上でもクローズ
アップされており興味があった。 

○説明がわかりやすかった。「みなとみらい」都市開発とパシフィコ横浜の例が参考になりました。 

○具体的イメージが出来大変良かった。経験、実績等もあり分かりやすかったです。 

○沖縄の小島において大変な魅力が有ると言うお話を聞き、喜んでいます。長期に渡る活動につなげれ
ば大変良いと思います。

理解できた
69%

どちらかと言
えば理解で
きた
31%
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Q3：勉強会の開催時間（１時間半）はどうでしたか。 

  回答数 構成比 

長く感じた 0 0.0%

適当な時間であった 26 89.7%

短く感じた 3 10.3%

無回答 0 0.0%

 計 29 100.0%

Q4：勉強会の開催回数はどのくらいが良いですか。

  回答数 構成比 

年に１回 0 0.0%

年に２～３回 15 51.7%

年に４～５回 12 41.4%

年に６回以上 2 6.9%

無回答 0 0.0%

 計 29 100.0%

Q５：今後の勉強会でテーマとして希望する内容があればお書きください。 

【意見内容】 

○色々やって欲しい。 

○公共交通体系と今後の見通しについて。 

○国有地の有効活用。 

○中南部広域構想。 

○那覇港周辺の再開発。 

○国外からの施設の利用（外資）。 

○今後、その他、那覇軍港の施設をどういった施設とする発想かあればいいのか。 

○MICE についてより具体的に深掘りできるテーマ。 

○共同利用について、成功した事例と失敗した事例及びその要因。小録金城のジャスコと新都心のメイ
ンプレイスの実情と課題。 

○今般の内容等分かり易く勉強会を数多く開催してほしいが、返還とMICE の導入をどう結びつけるか
勉強したい。 

○返還に関する勉強会を要望する。 

○ツーリストの関係者からの話を聞きたい。どのような利用の仕方か。（那覇軍港） 

○MICE をもう少し勉強したい。県もMICEを推し進めているようでMICE 施設含め周辺の街の活用の
仕方、課題の交通手段など。 

○同じテーマで再度参加したい。 

○MICE、カジノなど。 

○公共施設等の用地の先行取得、企業誘致。 

○地主のため、那覇軍港の活用について関係の有るお話し、地主にメリットの有る、メリットの出方の
お話しが望ましいです。地主が使用できないのであればなにが良いか知りたいです。

適当な時間
であった
90%

短く感じた
10%

年に２～３
回
52%

年に４～５
回
41%

年に６回以
上
7%
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Q６：那覇軍港の跡地利用についてなど、ご意見がございましたらご記入ください。

【意見内容】 

○MICE 設置に那覇市と一緒になって取り組んでみてはどうでしょうか。 

○行政と地権者及び県民がもっと連携して跡地利用を考えて、沖縄県の発展を目指していくためにはど

うすればよいのか。 

○防災避難ビルを兼ねた複合施設の建設を考えてほしい。 

○マイスターの施設があれば良いと思った。 

○類港の開発地域調査参考例があれば見学、説明願いたい。例：尾道造船の向かいのエリア等、世界の

グルメセンター創造。 

○県内の他の地域に無い特徴を活かした利用をすべき。仮に、MICE を考えるのであれば、早めに課題

を明確化すべきだと思う。 

○共同利用実現の可能性のある施設は何か。アミューズメント＆エンタテイメント（沖縄版ディズニー

ランド）の活用は。 

○那覇軍港の跡地利用、返還後のMICE 導入の因果関係。もう一つはすぐMICE の導入なのか。市当局

では又それぞれの市町村でMICE の設置導入についてニュースで賑わっているがどうなのか。 

○跡地利用については時世の変動がはげしくどの方向に進むのか私にとっては理解に苦しむ。 

○多数の地主の意見に従います。 

○沖縄の魅力を十分発信（県外・海外へ）できる施設を希望。 

○大人が楽しめる街。ショッピング（世界のブランド・日本沖縄の独自の商品）、飲食（世界の有名レス

トラン・日本の一流レストラン）、ショー（ラスベガスの様なショーetc）、カジノ（検討はしてみるべ

き） 

○継続した勉強会を望みます。 

○様々な跡地利用計画（案）を作成し、地権者・市民の意見を取り入れ、決定していただきたい。 

○MICE の建設又運用は県、市、民間のどこでするか。14年後の那覇軍港返還にMICE は作れますか。

○防衛局へ貸しているより、もっとメリットの有る借用者があれは、20 年後契約を破棄して地主のメ

リットの大きい方へ貸すのが良いと思います。本土産業界、観光産の関係など。 

今以上のメリットを地主にあたえたいと思います。今でも返還すれば、自分で計画すれば、倍にする

事が出来る。 
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（３）がじゃんびら通信 

①第１３号 
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②第１４号 
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（４）懇談会の記録 

実施概要 

現在の地主が次の世代のことも考えて活動していることを引き継ぎ、将来に希望が持てるような跡地利

用の実現に向け、地主になる前から将来のまちづくりを考えるため、地主の次の世代が集まり、「（仮称）

那覇軍港のまちづくりを考える次世代の会」が始まりました。 

日時 

平成２６年１月２３日（木）１８時１５分～１９時１５分 

会場 

那覇市役所本庁舎 １階 市民会議室 

出席者 

≪メンバー≫ 

宮里 恒美、儀間 真二、上原 政宏、

宮里 勝美、我那覇 忠、我那覇 茂 

≪地主会事務局≫ 

平良 和義 

≪那覇市 総務部 平和交流・男女参画

課 那覇軍港総合対策室≫ 

宇地原 靖、濱川 毅、赤嶺 文哉 

≪昭和株式会社≫ 

丸山 昭彦、伊藤 光 

議事概要 

１．開会 

２．挨拶（那覇市 宇地原課長） 

３．事務局紹介 

・那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室 

・地主会事務局 

・昭和株式会社 

・メンバーの自己紹介 

宮里 恒美…未来創造会会長。未来創造会では３年前から軍港の跡地利用について勉強会をして

いる。跡地利用は15年先と長い期間になるが、那覇市と昭和㈱と一緒に勉強して

いきたい。 

上原 政宏…非常に身近なことと感じており、是非お役に立てるよう、一緒に勉強させていただ

きたい。 

儀間 真二…このような勉強会に今後も参加し、跡地利用に向けて頑張っていきたい。那覇大綱

挽の垣花青年部のリーダーとして活動しており、垣花出身の方はたくさんいるので、

そういった方々を引っ張って行って将来の跡地利用へとつなげたい。 

宮里 勝美…ロワジールホテルから那覇軍港を眺めると、空港が近く、ポテンシャルの高い土地

であることから何でもできそうだと改めて感じた。合意形成を図っていく上では

様々な課題が出てくると思うが一つずつ解決していきたい。 

我那覇 茂…ぜひ勉強させていただきたい。 

４．懇談会の趣旨説明 

・昭和㈱より懇談会の趣旨説明 

５．那覇軍港について 

・那覇市より那覇軍港について、概要、沿革、返還条件と返還時期、国有地や海没地等を説明 
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６．意見交換 

≪那覇軍港内の視察について≫ 

・軍港の特徴を共有し、それを踏まえて一番良い跡地利用は何かということを考えていかなければい

けないと思う。 

・まずは現地を見てから始めるべきだと思うが、軍港内の視察は可能なのか。 

⇒過去に市議会での視察で入ったことがある。また、ウガミーは例外的に認められており、事前の許

可を得てから入っている。那覇マラソンや大綱挽きの際には一部を利用しているので、嘉手納の弾

薬庫などとは違って入りやすいとは思う。基本的に事前の許可が必要となるので、防衛局にも協力

を仰ぎ、視察できるかできないかを確認する。（市） 

・那覇軍港は船が入ってこない限り、重要なものがあるのかと思うくらいである。 

⇒外から見るとあまり使われていないようなイメージがあるが、米軍としては有事の際に活用すると

いうことをよく言っている。（市） 

≪今後の活動のあり方について≫ 

・２月、3月のスケジュール案が示されているが、４月以降も毎月のように活動していく予定なのか。 

⇒メンバーの意志によって、無理のない範囲で定期的に開催されることが望ましいと考えている。 

・未来創造会では、ばらばらになってしまった垣花出身者の名簿づくりからはじまった。現在は、理

事の１０名で毎月日曜日に模合をしながら活動を続けている。 

・次世代の会を長期的に継続していくためにも、無理のない範囲で活動することとし、活動頻度や活

動日については今後検討していく。 

≪活動に係る費用について≫ 

・活動に対する費用弁償は発生しないが、那覇市の業務内において視察等を実施する際には、移動費

用は委託費にて負担する。 

・懇親会については、自己負担とする。 

≪今後の連絡について≫ 

・メールでの連絡も考え、地主会からメンバーのメールアドレスを提供してもらう。 

７．今後の予定について 

・「普天間飛行場の跡地を考える若手の会」との意見交換会を２月２１日（金）１９時３０分から予定

する。集合時間や集合場所等の詳細は決まり次第、ご連絡する。 

・「ギンバル訓練場跡地」と「泡瀬ゴルフ場跡地区」の視察については、土日の昼間が可能かを昭和㈱

で先方と調整する。

８．開会 

以上 
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配布資料 

・次第 

・資料①：「次の世代の懇談会」 次の世代に引き継げる活動・環境づくりに向けて 
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・資料②：（事例）普天間飛行場の跡地を考える若手の会とは 
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・資料③：那覇港湾施設 
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・那覇軍港跡地のまちづくりの進め方≪見直し版≫
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（５）先進地の組織との意見交換及び視察の記録 

①普天間飛行場の跡地を考える若手の会との記録 

実施概要 

10 年以上前から活動を続けている、普天間飛行場の地権者もしくはその家族から構成される若手の会

との意見交換を実施した。 

日時 

平成２６年２月２１日（金）１９時３０分～２０時３０分 

会場 

宜野湾ベイサイド情報センター２階  

プレゼンテーションルーム 

出席者 

≪メンバー≫ 

宮里 恒美、儀間 真二、上原 政宏、 

宮里 勝美、我那覇 忠、我那覇 茂 

≪地主会事務局≫ 

平良 和義 

≪那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 

那覇軍港総合対策室≫ 

宇地原 靖、濱川 毅 

≪普天間飛行場の跡地を考える若手の会≫ 

大川 正彦、呉屋 力、伊佐 善一、大門 達也、宮城 武、宮城 政司、伊佐 力、宮城 和徳 

≪宜野湾市軍用地等地主会事務局≫ 

又吉 真由美 

≪昭和株式会社≫ 

丸山 昭彦、伊藤 光、立山 善宏 

議事概要 

１．開会 

２．挨拶（那覇市 宇地原課長） 

３．事務局及び出席者紹介 

・那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室 

・（仮称）那覇軍港のまちづくりを考える次世代の会 

・那覇軍用地等地主会事務局 

・普天間飛行場の跡地を考える若手の会 

・宜野湾市軍用地等地主会事務局 

・昭和株式会社 

４．意見交換会 

・「（仮称）那覇軍港のまちづくりを考える次世代の会」について（宮里恒美氏より） 

・「普天間飛行場の跡地を考える若手の会」の活動紹介（呉屋副会長より） 

・意見交換 
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○若手の会は、普天間飛行場全体の会のほかに、地域単

位でもあるのか。 

⇒自主会で地域単位の意見交換を行っている所もある

が、地域単位で会があるわけではない。 

地主会が基地内にあった部落単位で支部に分かれて

おり、若手の会のメンバーは、基本的にそれぞれの支

部の役員からの推薦によって集められたメンバーで

ある。 

⇒各地域からの人数は、厳密ではないが土地の大きさの

割合に応じている。 

⇒支部によっては、一人も参加していないところもある

ので、会員の増強に取り組んでいる。誰が地権者の子孫か分からないので、支部の役員から情報を

得て、一本釣りで勧誘することもしている。また、会が楽しい場となることを心がけており、懇親

会を大事にしている。 

○会が継続していくために必要なことは何か。 

⇒毎月１回開催している定例会のように堅苦しい場だけでなく、自分たちでやりたいことをやる自主

会を実施していることも継続につながっていると思う。また、会の後には懇親会をやることが良い

と思う。 

⇒毎年、活動したことを成果としてまとめ、発信していくことが重要と感じており、モチベーション

にもつながっていると思われる。若手の会が提案した内容が、県・市で策定された跡地利用基本方

針に文言として反映されたことがよい例である。 

⇒会長や副会長をはじめ、ムードメーカー、取りまとめ役など、メンバーがうまくかみ合っていると

思う。 

⇒職業も年齢もばらばらな人が集まっているので、懇親会では共通の話題として結局まちづくりの話

となり、場所を移して会議の続きをやる感じである。 

⇒会が始まった頃は、いつも参加してくれる方々の声掛けにより、なんとか集まっていただいた感じ

であったが、活動するうちに仲間意識も生まれ、跡地利用という共通の目標に向かって取り組んで

いける人間関係を築くことができたのも継続の理由だと思う。 

⇒会の活動費は行政の事業費で賄われているが、自主会をやりたいとの声を受けて地主会からも支援

を受けられるようになった。 

⇒自主会は自分たちで企画するが、いろんな形でサポー

トを受けている。若手の会は地主会に属する組織では

ないが、地主会にも認めてもらうようになり支援を受

けている。 

⇒当初の行政担当者が一生懸命に場を盛り上げようと

してくれたことや、地主会の会長や事務局長が定例会

にオブザーバーとして毎回参加してくれたこと、コン

サルタントも含めて一体感を持って取り組んでこら

れたことが継続につながったと思う。 

○会の継続のために行政に望むことは何か。 

⇒人事異動により短期間で担当者が代わるのではなく、行政の担当者も継続して一緒に頑張ってくれ

るとよい。 

５．開会 

以上 
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配布資料 

・次第 

・普天間飛行場跡地への私たちの考え 
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②ギンバル訓練場跡地の視察 

実施概要 

跡地に整備された地域医療施設等の内覧会に参加し、金武町役場の担当者から跡地の概要について説明

を受けた後、施設を視察した。 

日時 

平成２６年３月１日（土）１３時３０分～１５時００分 

会場 

ギンバル訓練場跡地 

出席者 

≪メンバー≫ 

宮里 恒美、儀間 真二、上原 政宏、宮里 勝美、我那覇 忠、我那覇 茂 

≪地主会事務局≫ 

平良 和義 

≪那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室≫ 

宇地原 靖、濱川 毅、赤嶺 文哉 

≪昭和株式会社≫ 

丸山 昭彦、伊藤 光 

内容 

・ギンバル訓練場跡地に整備された地域医療施設等の見学 
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ｐ 



78

③那覇軍港内の視察 

実施概要 

懇談会での“まずは現地を見てから始めるべき”とのご意見を踏まえ、米陸軍の許可のもとで那覇軍港

内を視察した。 

日時 

平成２６年３月１６日（日）１３時００分～１４時００分 

会場 

那覇軍港 

出席者 

≪メンバー≫ 

宮里 恒美、儀間 真二、上原 政宏、宮里 勝美、我那覇 茂 

≪地主会事務局≫ 

平良 和義 

≪那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 那覇軍港総合対策室≫ 

宇地原 靖、濱川 毅、赤嶺 文哉 

≪昭和株式会社≫ 

丸山 昭彦、伊藤 光 

※基地内は撮影が禁止されていたため、写真による記録はなし。 
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